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出所：IPCC 第 6 次評価
報告書第 3 作業部会報
告書
HTTPS://WWW.METI.GO.JP/POLIC

Y/ENERGY_ENVIRONMENT/GLO

BAL_WARMING/GLOBAL2/ABOUT

_IPCC/202310IPCCWG3SPMTHIR

DVERSION.PDF
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※NCD（Nationally 

Determined Contribution）
国が決定する貢献

■2024年の平

均は産業革命以
前より1.6℃高か
った

■各国が掲げて
いる現状の気候
変動対策の目標
では、GHG排出
は減らない

■抜本的な
気候変動対策が
必要

1.待ったなしの気候変動危機



2．日本で利用されている主なバイオマスの
種類と利用形態
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■バイオマスの有効利用：バイオマスは、食用や建材としての利用など、
さまざまな利用が可能。

■価値の高いものから順に利用する。エネルギーは一番、低質で安価
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出所： 「週刊 環境ビジネスオンライン」2013年10月14日号 熊崎実「鍵を握る木質バイオマスのカスケード利用」

利用

カスケード（段階的）利用（建材→ボード／紙→エネルギー利用）



日本のバイオマス発生量と利用可能量
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出所：農水省資料

■ 日本のバイオマスの発生量と利用量：使いやすいバイオマスはすでに
使われている。林地残材も現在では4割程度使われるようになっている。



日本の木質バイオマス利用の現状
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■国産木質バイオマスの６割は発電のみに利用

出所：令和5年度 森林・林業白書
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図：再生可能エネルギー固定価格買取制度におけるバイオマス発電（新規）の
稼働・認定状況
資料：再生可能エネルギー電気の利用の促進に関する特別措置法 情報公表用ウェブサイトに基づき著者作成
（注）認定状況のうち一般木材の 2017 年、18 年のみ内訳が公開されている。



輸入ペレットの問題

■FIT制度開始後、約600万トンのペレットを輸入

■カナダ：原生林や樹齢200年の老齢林を伐採した木材が木質ペレットの
原料に

■米国：年産40～100万トンの大規模ペレット工場が多数建設・稼働

ペレット工場の大気汚染法違反、騒音などの深刻な公害問題

■ベトナム 無理なアカシア植林が台風による土砂災害で死者も

9

ペレット企業によって伐採されたカナダの老齢林
写真提供：地球・人間環境フォーラム

©地球・人間環境フォーラム

バイオマス白書2023
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出所：国際環境経済研究所Website https://ieei.or.jp/2020/09/expl200917/



■日本の最終エネルギー需要の半分は熱で、その半分以上は産業用熱

■電気は太陽光や風力でも発電でき、給湯や暖房はヒートポンプや太陽熱、
 地中熱等でも供給できる。

■一方、中高温の産業用熱は水素や合成燃料が考えられているが、まだ
実用化の途中であり、現状では非常に高価

■今後バイオマスは、もっぱら他の再生可能エネルギーでは供給が難しい
分野、特に中高温の産業用熱利用と液体輸送燃料にシフトすべきだと
考えられる
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図：熱の主な供給方法
出所：資源エネルギー庁資料



表：バイオマス発電と熱利用の特徴の比較

発 電 熱 利 用

経済性 FIT等の支援がないと、
継続は困難

燃料コストは化石燃料より安い
（現状では導入費が高価）

希少性・
代替性

太陽光・風力の発電コスト
は化石燃料より安くなりつ
つある

短中期的に中温以上の再エネ
熱として貴重

温暖化
対策効果

発電効率は概ね30％台
以下、温暖化対策効果は
限定的

利用効率90％以上も可能
他の再エネに匹敵する削減効
果
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図：燃料ごとの温室効果ガス排出量

「FIT/FIP 制度におけるバイオマス燃料のライフサイクル GHG排出量の既定値について」より著者作成 13

g-CO2/MJ熱・電力
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出所：日本木質バイオマスエネルギー協会
https://jwba.or.jp/wp/wp-content/uploads/2022/09/hatudenneturiyou_guidebook2022.pdf

図：木質バイオマス利用ボイラー数の推移

■バイオマスボイラー導入数は伸び悩んでいる状態



図：熱の用途別ボイラー数

日本木質バイオマスエネルギー協会 令和3年木質バイオマスエネルギー利用動向調査
HTTPS://JWBA.OR.JP/WP/WP-CONTENT/UPLOADS/2023/03/R3_SURVEY-UTILIZATION-TRENDS_2.PDF
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エネルギーの地産地消の重要性

日本の化石燃料購入費：27.3兆円（2023年）

一人当たり22万円 宝塚市約500億円

地域のバイオマス利用を地域主体で行えば、経済効果は
数倍になる←→再生可能エネルギー事業でも、地域外の
バイオマス等を外部の事業者によって実施すれば、
経済効果は小さい

地域産バイオマスは輸送距離が短く、その分、気候変動
対策効果が高くなる

地域の森林利用であれば、情報が得やすい←→
海外の資源だと持続可能性の問題が生じていても
わかりにくい

域外企業による発電より、地域主体の熱利用の方が
地域経済効果は数倍高い
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出所：バイオマス産業社会ネットワークシンポジウム持続可能なバイオマスの要件とは～経済循環とLCAの視点から考える～重藤さわ子氏資料

地域エネルギーの経済効果
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出所：前出に同じ

地域

地域



木質バイオマス施設の地域内乗数係数（LM3）比較
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出所：前出に同じ



20■エネルギー事業の他に、林業、陸運業（輸送）部門の雇用が多い

出所：バイオマス産業社会ネットワーク第172回研究会 ラウパッハ スミヤ ヨーク教授資料

長野県での試算



木質バイオマスの基礎知識

■バイオマス（燃料）は、木材の一番低い価値

他の用途に使えないものを燃料に

■作業道を整備しないと木材が使えない

建材と一緒に山から降ろす

薪クラブ、木の駅、チェーンソーと軽トラ

■バイオマス集積基地：林家、農家、建設業者、造園業者、
産廃業者などが支障木、剪定枝、林地残材などを買い取り、
薪やチップ化。既存の木材市場やチップ工場の活用
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木質チップ
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切削チップ：主に機械的に刃
物で切削したもので、形状は
四角形のフレーク状

バイオマス燃料としては切削
チップが利用されることが多
い
製紙用として使われた

ピンチップ（破砕チップ）：
主にハンマークラッシャー
等の機械的な打撃により
木質の繊維に沿って
砕いたもの
廃棄物系で使われる

安価な傾向 搬送で詰まり
やすい

出所：NEDO資料を一部改変



木質バイオマスの原料
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出所：NEDO資料を一部改変



モデル１：学校等公共施設への薪ストーブの導入

■導入が最も容易

■バイオマスに親しむ効果

■補助金などで導入費は賄うことは可能

■災害時にも有用

■ランニング費用：数年に１度のメンテナンス

燃料代 灯油より高め 住民・生徒たちが生産？
地域の薪生産者との交渉

■兵庫県をエリアとする薪ストーブ施工会社

神鍋マキストーブ／豊岡市 里山ストーブ／丹波篠山市
Burning Craft／福崎町 他

■気候変動対策としては、断熱が優先
24



事例① 熊本県阿蘇中央高校清峰校舎図書室

薪ストーブは施工会社に依頼すれば、一般家庭でも導入
が可能

九州薪・木質ペレット活用協議会が支援

林業を学ぶグリーン環境科 演習林 授業の一環として薪
づくり

 グリーン科の生徒たちが運営

災害時の拠点施設として暖房や

煮炊き等に利用可能

薪の調達、運用、メンテナンスなど

が従来の暖房施設とは異なる

出所：バイオマス白書2019 コラム⑦

https://www.npobin.net/hakusho/2019/trend_02.html#column07
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事例②徳島県上勝中学校

上勝町 ゼロ・ウェイスト、「いろどり」事業で有名

中学校で充実した環境教育 地域の林業関係者を招き、
薪割体験、間伐体験など

補助金で教室に薪ストーブ導入、生徒たちが運用

参考：総務省資料 P10～

https://www.soumu.go.jp/main_content/000063256.pdf
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バイオマス白書２００８



モデル２：公共施設等へのチップボイラー導入

■バイオマスボイラーは導入費が高く、燃料費（チップ代）は
石油より安いので、通年で熱需要がある施設がよい

■温浴施設、温水プール、福祉施設、病院など

■薪ボイラ―は投入に手間がかかり、薪が割高な傾向が
あるため、ボランタリーな人手がなければチップボイラー
が現実的

■ペレットはチップより割高で入手がより限られる（条件が
合えば導入可能）

■チップの調達：近隣のチップ供給業者と交渉

■ボイラーの導入：調達可能なチップの品質と熱需要に
遭ったバイオマスボイラーの選定
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山梨県北杜市 ゴルフ場でのチップボイラー導入

・ゴルフ場で灯油ボイラーからチップ

ボイラーに置き換え

・地域の林業会社が松くい虫材等を

チップ化

・徳島地域エネルギーが支援

28

出所：木質バイオマス熱利用・熱電併給事例集



モデル３：工場への蒸気ボイラー導入

■近年、企業の気候変動対策の取り組みが進展

■電力の再エネ化は比較的容易だが、産業用熱の脱炭素化は
難しい

■バイオマスボイラーの導入は有力な代替策

■チップの安定調達が可能か？

■チップと熱需要に合ったバイオマスボイラーの選定

■よいアドバイザー、コンサルの支援を受けることが現実的

■うまくいけば、経費節減にもなる

29



工場へのバイオマスホイラー利用例
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カルビーポテト帯広工場：
流木や建設廃材を、じゃ
がいもを蒸す、乾燥させ
る、揚げる工程に利用

ニプロファーマ（製薬）
大館工場：間伐材チッ
プを、空調、注射器の
滅菌等に利用

出典：木質バイオマスによる
産業用等熱利用導入ガイド
ブック
http://u0u1.net/qw50



久慈バイオマスエネルギー

岩手県久慈市で蒸気バイオマスボイラー500ｋW、温水
ボイラー1,200ｋWを導入、蒸気はしいたけ栽培の際の
菌床の消毒に、温水は栽培ハウスに供給 木質チップ
の乾燥にも使用

樹皮や低質材が燃料
バイオマス産業社会ネットワーク第186回研究会 https://www.npobin.net/research/index.html
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バイオマス発電・熱電併給

■バイオマス発電や熱電併給は、バイオマスボイラーより
難易度が高く、事業費も高い

■エネルギー供給等、類似の事業を行ってきた主体以外には
お勧めしない

■バイオマス発電のみは発電効率が低く、大量の燃料が必要。
小規模の熱電併給がよいが、難易度は高くなる。

■小型のバイオマスガス化コジェネレーションシステムもあるが

乾燥した燃料チップが必要

32

シュパナー社のガス化コジェネ（チップ）
出所：バイオマス産業社会ネットワーク第198回研究会
資料



まとめ

■地域の木質バイオマス利用は、地域経済への恩恵、
エネルギー自給、気候変動対策など様々なメリットがある
■木質バイオマス利用は、地域の林業活性化との両輪で

■FITバイオマス発電所に木質チップが集中

住み分けが必要

・FITで高くない廃材、剪定枝、支障木等

・自給的な利用

■木質ボイラーは石油ボイラーとは違う。最初はアドバイザ
ーに支援してもらうことが現実的
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参考資料

 NEDOバイオマスエネルギーの地域自立システム化実証事業
バイオマスエネルギー地域自立システムの
導入要件・技術指針 第6版
https://www.nedo.go.jp/library/biomass_shishin.html

 木質バイオマスエネルギー協会 ガイドブック

発電・熱利用、熱利用導入構想作成、品質規格等

https://jwba.or.jp/library/

蒸気ボイラー導入促進調査 報告書 2022年度

https://jwba.or.jp/project-report/woody-biomass-heat-use-guideline/

 林野庁 木質バイオマス熱利用・熱電併給事例集第2版（PDF）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/biomass/attach/pdf/con_4-39.pdf

 木質バイオマス発電における人材育成テキスト

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/data/bio_text.pdf

※発電についてのテキストだが、前段の林業の現状などについてまとめられている

 再生可能エネルギーを活用した地域活性化の手引き

http://nousanson.jp/data/tebiki_ene2015.pdf

※木質バイオマスの基礎についてわかりやすく解説 34

https://www.nedo.go.jp/library/biomass_shishin.html
https://jwba.or.jp/library/
https://jwba.or.jp/project-report/woody-biomass-heat-use-guideline/
https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/biomass/attach/pdf/con_4-39.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/data/bio_text.pdf
http://nousanson.jp/data/tebiki_ene2015.pdf


相談窓口など

日本木質バイオマスエネルギー協会

相談窓口 https://jwba.or.jp/support/

WOOD BIO 木質バイオマス熱利用プラットフォーム

燃料、ボイラー、事例等についての情報

https://wbioplfm.net/

バイオマスボイラ工業会 バイオマスボイラ（特に温水
ボイラ）のコンサルなど https://j-bba.org/

徳島地域エネルギー https://www.tene.jp/

バイオマスボイラ（温水ボイラ）導入コンサルなど

バイオマス産業社会ネットワーク
35

https://jwba.or.jp/support/
https://wbioplfm.net/
https://j-bba.org/
https://www.tene.jp/
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NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）の概要

• 1999年設立（2004年NPO法人化）

• バイオマスの持続可能な利用推進のための普及啓発活動等

• 月１回ペースでの研究会の開催

• バイオマス白書等の作成（サイト版および小冊子版）

http://www.npobin.net/

・メーリングリスト、メールマガジン

• バイオマスに関する調査、提言、アドバイス等

〒277-0945千葉県柏市しいの木台3-15-12

Tel:047-389-1552 Fax:047-389-1552

E-mail:mail@npobin.net https://www.npobin.net

http://www.npobin.net/
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